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研究に適した出版モデルの選び方 
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出版は研究の単なる最終ステップで

はありません。研究成果をどのよう

な形で公開するかによって、読者の

アクセスのしやすさだけではなく、

研究分野への影響や国際的な知識体

系への貢献のあり方が大きく変わり

ます。一方で、学術出版が急速に変

化する中、現在の著者たちには、これまでにないほど多様な選択肢が与え

られています。 

 

従来の購読型ジャーナル、完全オープンアクセスジャーナル、または Subscribe-to-Open 

(S2O)のような新しいハイブリッド型・共同型モデルのジャーナルのどれを選ぶべきで

しょうか？こうした選択肢を理解することは、論文の可視性（見つけやすさ、認知度）

を最大化し、研究助成機関の要件を満たし、コストを適切に管理するうえで不可欠で

す。そして、最適な選択は、研究者や研究内容によっても大きく変わる可能性がありま

す。 

この特集記事では、著者が利用できる主要な出版モデルについて簡単に概説します。そ

れぞれのメリットとデメリットについて説明するとともに、各自の目標、想定する読者

層、利用可能なリソースに応じて最適な選択をするために考慮すべき点についても説明

します。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://thinkscience.co.jp/ja/publishing_news
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従来型（購読型）の出版 

従来型の出版は、多くの分野や影響力の大きい権威あるジャーナルにおいて、依然とし

て主要な出版モデルです。このモデルでは、出版社が査読、編集、配信を担い、その運

営費は主に図書館や個人が支払う購読料を財源としています。論文の著者は通常、論文

掲載料（APC）を支払う必要はありません。 

この 10年間で、オープンアクセスをはじめとする新たな出版モデルを推進する動きが

強まる一方で、出版コストの高騰や図書館予算の縮小により、従来の購読型モデルの維

持が困難になってきており、アクセスが制限されたり契約が打ち切られたりするシリ

アルズ・クライシス、いわゆる「学術雑誌の危機」と呼ばれる現象が生じています。 

研究助成機関や政府によるオープンアクセス推進の動きは、購読型モデルからの移行を

加速させています。しかし、従来型のジャーナルは依然として高い評価と名声を維持し

ており、高いインパクトファクターを誇る権威あるジャーナルの一部は、現在もなお購

読型モデルで運営されています。また、シュプリンガー・ネイチャーをはじめとする大

手出版社はオープンアクセス型のジャーナルの拡充を進めていますが、多くの出版社

は依然として幅広い購読型ジャーナルのポートフォリオを維持しています。 

一部の研究分野では、インパクトファクターが高く評価が確立されているジャーナルほ

ど、より権威があると認識される傾向があり、その多くは購読型モデルを採用していま

す。このような認識は、著者が論文の投稿先を選ぶ際の判断に少なからず影響を及ぼし

ます。 

メリット  デメリット 

→ 実績と権威のあるジャーナルの多

くが採用 

→ 著者負担の APC不要 

 → 購読者のみがアクセス可能である

ため、研究成果の発信が制限され

る可能性あり 

→ 研究助成機関のオープンアクセス

要件を満たさない可能性あり 

 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.deltathink.com/news-views-library-spending-and-the-serials-crisis
https://www.deltathink.com/news-views-library-spending-and-the-serials-crisis
https://www.springernature.com/gp/advancing-discovery/springboard/blog/blogposts-sustainability-inclusion/oa-50-percent-milestone/27770816
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オープンアクセス（OA） 

オープンアクセス（OA）は、ペイウォール（有料コンテンツの壁）を取り払うこと

で、インターネットにアクセスできる人であれば誰でも掲載論文をすぐに読むことがで

きるようにする出版モデルです。このモデルは、公的資金による研究の成果は広く一般

に公開されるべきであるという原則に基づいています。OAにはいくつかのモデルがあ

りますが、著者が遭遇する可能性が高いのは、次の二つの主要モデルです。 

ゴールド OA：論文は、完全な OAジャーナルに掲載されるか、または、出版社のプラ

ットフォーム上で OAとして公開されます。ほとんどのゴールド OAジャーナルは、著

者または研究助成機関が支払う APCによって運営されています。 

グリーン OA：著者は自身の論文の公開可能な版を所属機関のリポジトリや分野別リポ

ジトリに登録します。多くの場合、エンバーゴ期間（出版社が定める一定の公開猶予期

間）終了後に、リポジトリ上で公開されます。 

2024年に Scientometricsに掲載された論文をはじめとする数多くの研究によると、OA

論文は有料アクセス制限のある論文よりも頻繁に引用され、より多様な分野・研究者か

ら引用される傾向があることが示唆されています。さらに、OAは教育者、政策立案

者、専門家たちが垣根なく研究成果にアクセス可能になることから、より広範な社会的

影響を促すことが報告されています。 

科学、技術、医学分野では、プラン S（研究成果の即時 OA公開を推進する国際的な取

り組み）や米国国立衛生研究所（NIH）のパブリックアクセス方針といった研究助成機

関の方針による後押しもあり、OAの導入率が高くなっています。一方、社会科学や人

文科学では、研究資金の構造や出版社の慣行の影響を受け、OAの普及は比較的穏やか

です。しかし、分野を問わず OAへの関心は高くなっており、とりわけゴールド OAモ

デルへの関心が高まっています。 

ただし、OAの選択に問題がないわけではありません。十分な資金を持たない著者、特

に低・中所得国の研究者にとって、APCが障壁になる可能性があります。また、OAモ

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://doi.org/10.1007/s11192-023-04894-0
https://doi.org/10.12688/f1000research.8460.3
https://doi.org/10.12688/f1000research.8460.3
https://stm-assoc.org/oa-dashboard/oa-dashboard-2023/open-access-uptake-by-discipline
https://stm-assoc.org/oa-dashboard/oa-dashboard-2023/open-access-uptake-by-discipline
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デルを悪用するハゲタカジャーナルの台頭による懸念もあり、慎重なジャーナル選択が

求められます。 

メリット  デメリット 

→ 論文の可視性（認知度）と読者数

の最大化 

→ ほとんどの研究助成機関の OA方

針に準拠 

 → APCによって予算が圧迫される可

能性あり 

→ ジャーナルによって質のばらつき

があり、ハゲタカジャーナルに悪

用されやすい 

ハイブリッド OA 

現在、多くの従来型のジャーナルがハイブリッド OAを導入しています。これは、著者

が APCを支払うことで、購読型ジャーナル内でも個々の論文を OAにできるモデルで

す。この柔軟性により、研究者が実績と権威のあるジャーナルに論文を掲載しつつ、研

究助成機関から課せられた OAの要件を満たすことが可能になります。 

しかし、ハイブリッドジャーナルの APCは完全 OAジャーナルよりも高額になる傾向が

あります。また、出版社が購読料と APCの両方の収益を得る「二重取り」が批判され

ています。実際、一部の研究助成機関は、ハイブリッドジャーナルの APCに助成した

資金を使用することを禁止しています。例えば、プラン Sは完全かつ迅速な OAへの移

行を促進させるために cOAlition Sによって開始された取り組みであり、参加する助成機

関に対して、ハイブリッドジャーナルの APCの支払いを明確に拒否することを求めて

います。 

メリット  デメリット 

→ インパクトファクターの高い一流

ジャーナルを含む購読型ジャーナ

ルに OAの選択肢を提供 

 → 完全 OAに比べ高額な APCが必要

となることが多い 

→ 研究助成機関によっては助成対象

外となる可能性あり 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/predatory-journals
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/predatory-journals
https://www.coalition-s.org/faq/why-do-coalition-s-funders-not-fund-hybrid-open-access/
https://www.coalition-s.org/faq/why-do-coalition-s-funders-not-fund-hybrid-open-access/
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Subscribe-to-Open（S2O）などの新しい出版モデル 

Subscribe-to-Open（S2O）は、APCを著者に課すことなく、購読型ジャーナルを OAへ移

行させることを目的とした新しい取り組みです。このモデルでは、図書館が継続的に購

読料を支払います。そして、十分な数の図書館が購読契約を更新または新規に契約する

ことにより必要な収益目標が達成されると、その年のジャーナルのコンテンツが OAと

して公開されます。この共同出資型の方法は、著者に費用を転嫁するのではなく、購読

機関全体の継続的な支援に依存しながら、従来の OA出版が読者にもたらす多くのメリ

ットを維持することを目的としています。 

英国王立協会は、2026年にジャーナル 8誌の S2Oへの移行を予定しており、米国微生

物学会は 6誌に S2Oモデルを採用しました。EDP Sciencesや De Gruyterなどの他の出版

社も S2Oを試みています。 

S2Oの利点には、APCの撤廃により著者の経済的障壁を取り除くこと、図書館の支援を

通して持続可能な収益を維持すること、そして恒久的 OAのコンテンツを提供すること

が挙げられます。しかし、このモデルの成功は図書館による継続的な支援に依存してお

り、図書館の予算削減の影響を受けやすい可能性があります。また、比較的新しいモデ

ルであることから、長期的な持続可能性に関するデータは限られています。 

メリット  デメリット 

→ 費用負担が図書館や研究機関に移

行される 

→ 読者への無料アクセスを実現する

ための手段を提供する 

 → OAの状態維持が継続的な購読支

援に左右される 

 

学術出版の変革に寄与するその他の新しいモデル： 

ダイヤモンド OAおよびプラチナ OA：これらのモデルの多くでは、著者と読者に費用

負担を求めない代わりに、大学などの研究機関、コンソーシアム（共同事業体）、学術

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.nature.com/articles/d41586-025-02483-0
https://asm.org/press-releases/2025/april/asm-expands-open-access-6-journals-available
https://asm.org/press-releases/2025/april/asm-expands-open-access-6-journals-available
https://www.edpsciences.org/en/subscribe-to-open-s2o
https://www.degruyterbrill.com/publishing/for-librarians/open-access
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団体などが資金を提供しています。非常に公平性の高いモデルですが、APCの収益なく

運営を維持するためには長期的な資金確保が不可欠であるため、まだあまり普及してお

らず、持続可能性が課題となる可能性があります。 

Read & Publish契約：図書館またはコンソーシアムと出版社との間で結ばれる契約で、

有料コンテンツの購読アクセス（read）と、所属する著者が個別に APCを支払うことな

く OAで論文を出版できる権利（publish）を組み合わせたモデルです。つまり、図書館

またはコンソーシアムが所属著者の閲覧と出版の両方をカバーする契約費用を出版社に

支払います。これらの契約は通常、特定のジャーナルまたは出版社ごとに設定され、機

関またはコンソーシアム単位で交渉が行われます。このような契約を結んでいる機関に

所属する著者に限られますが、APCを個別に負担することなく OA出版が可能になりま

す。 

出版モデルを選択する際の考慮点 

著者が出版モデルを選択する際には、自身の研究を適切な読者に届けるため、現実的な

制約を踏まえながら、いくつかの点を考慮する必要があります。 

予算：APCやその他の出版費用に充てることができる助成金や所属部門予算を確認し、

その範囲内に収まる出版モデルを優先して選びましょう。 

普及・発信の重要性：自身の研究成果を、どの程度広く、またどの程度迅速に共有する

必要があるかを考慮しましょう。例えば、影響力が大きい研究や時間的緊急性のある研

究は、完全 OAが有効な選択肢となる場合があります。 

助成機関の要件：研究資金を提供する機関が OA出版を義務付けているか、その場合は

どの OAモデルやライセンスが認められているのかを確認しましょう。 

影響力と可視性：研究内容や目的に応じて重要であれば、研究成果のリーチ（読者層へ

の到達度）や学術的評価・名声を考慮して、影響力と定評のあるジャーナルを選定しま

しょう。ただし、影響力のあるジャーナルは OAの選択肢が限定される可能性や、APC

が高額になる場合があります。 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
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所属機関による支援：所属機関が提供している支援制度（S2Oへの参加、APCの助成、

Read & Publish契約など）を確認しましょう。これらの制度を利用することで費用負担

を抑えられるだけでなく、投稿できるジャーナルの選択肢が広がる可能性があります。 

まとめ 

ご自身の論文を従来の購読型モデルで出版するか、あるいはオープンアクセスで出版す

るかという選択は重要な判断であり、さまざまな要因に左右されます。出版を取り巻く

状況が変化し続ける中、この選択は今後さらに複雑になる可能性があります。

ThinkSCIENCEは、これまで数多くのお客様のジャーナル選択をサポートしてきました。

出版に関するご質問やご相談などございましたら、どうぞお気軽にお問い合わせくだ

さい。 

 
オンライン版の記事はこちらから 

https://thinkscience.co.jp/ja
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://thinkscience.co.jp/ja/contact
https://thinkscience.co.jp/ja/contact
https://thinkscience.co.jp/ja/articles/open-access-and-other-publishing-options

